
JP 2009-61274 A 2009.3.26

(57)【要約】
【課題】対象体内で血流のように動く反射体の速度変化
を3次元で示す3次元映像を形成する超音波システム及び
方法が開示される。
【解決手段】本発明による超音波システムは、 超音波
信号を対象体に送信し、前記対象体から反射される超音
波信号を受信して受信信号を形成する送受信部と、前記
受信信号に基づいてドップラー信号を形成する信号処理
部と、前記ドップラー信号に基づいて前記対象体で多数
の血流速度に関する情報を得、前記多数の血流速度の基
準速度と分散を設定し、前記基準速度と分散に基づいて
前記対象体での血流の速度変化を3次元で示す3次元映像
を形成する映像処理部とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波信号を対象体に送信して前記対象体から反射される超音波信号を受信して受信信
号を形成する送受信部と、
　前記受信信号に基づいてドップラー信号を形成する信号処理部と、
　前記ドップラー信号に基づいて前記対象体で多数の血流速度に関する情報を得、前記多
数の血流速度の基準速度と分散を設定し、前記基準速度と分散に基づいて前記対象体での
血流の速度変化を3次元で示す3次元映像を形成する映像処理部と
　を備える超音波システム。
【請求項２】
　前記信号処理部は、前記受信信号に基づいて対象体のB-モード映像のためのB-モード映
像信号をさらに形成することを特徴とする請求項１に記載の超音波システム。
【請求項３】
　前記映像処理部は、前記基準速度、前記分散及び前記基準速度に該当するカラーに関す
る情報を示す前記3次元映像を形成することを含むことを特徴とする請求項１に記載の超
音波システム。
【請求項４】
　前記3次元映像は、前記基準速度及び前記カラーに関する情報を含む各ボクセルと、前
記各ボクセルを基準に前記分散に該当する3次元グラフからなることを特徴とする請求項
３に記載の超音波システム。
【請求項５】
　前記各ボクセルは位置情報を示すことを特徴とする請求項４に記載の超音波システム。
【請求項６】
　ユーザから前記3次元映像に基準断面を設定する基準断面設定情報の入力を受ける入力
部をさらに備え、
　前記映像処理部は前記基準断面設定情報に基づいて前記3次元映像に基準断面を設定し
、前記基準断面に該当する2次元映像を形成することを含むことを特徴とする請求項５に
記載の超音波システム。
【請求項７】
　前記映像処理部は、遠近投影法を通じて前記3次元映像を遠近投影して3次元投影映像を
形成することを特徴とする請求項５に記載の超音波システム。
【請求項８】
　a)超音波信号を対象体に送信して前記対象体から反射される超音波信号を受信して受信
信号を形成する段階と、
　b)前記受信信号に基づいてドップラー信号を形成する段階と、
　c)前記ドップラー信号に基づいて多数の血流速度を得、前記多数の血流速度の基準速度
と分散を設定し、前記基準速度及び前記分散に基づいて前記対象体内の血流速度の変化を
3次元で示す3次元映像を形成する段階と
　を備えることを特徴とする超音波映像形成方法。
【請求項９】
　前記段階c)は、前記3次元映像を前記基準速度に該当するカラーで表示する段階を備え
ることを特徴とする請求項８に記載の超音波映像形成方法。
【請求項１０】
　前記段階c）は、前記基準速度及び前記カラーに関する情報を含む各ボクセルと、前記
各ボクセルを基準に前記分散に該当する3次元グラフからなる前記3次元映像を形成する段
階を備えることを特徴とする請求項９に記載の超音波映像形成方法。
【請求項１１】
　前記各ボクセルは位置情報を示すことを特徴とする請求項１０に記載の超音波映像形成
方法。
【請求項１２】
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　前記段階c）は、
　ユーザから前記3次元映像に基準断面を設定する基準断面設定情報の入力を受ける段階
と、
　前記基準断面設定情報に基づいて前記3次元映像に基準断面を設定する段階と、
　前記基準断面に該当する2次元映像を形成する段階と
　をさらに備えることを特徴とする請求項９に記載の超音波映像形成方法。
【請求項１３】
　前記段階c）は、遠近投影法を通じて前記3次元映像を遠近投影して3次元投影映像を形
成する段階をさらに備えることを特徴とする請求項９に記載の超音波映像形成方法。
【請求項１４】
　前記c)段階は、前記受信信号に基づいてB-モード映像を形成する段階及び前記B-モード
映像にカラーボックスを設定するための設定情報を受信する段階を備え、
　前記ドップラー信号は前記カラーボックスに該当する受信信号に基づいて形成されるこ
とを特徴とする請求項８に記載の超音波映像形成方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波分野に関するものであって、特に超音波映像を形成する超音波システ
ム及び方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　超音波システムは、多様に応用されている重要な診断システムの中の一つである。特に
、超音波システムは対象体に無侵襲及び非破壊特性を有しているために、医療分野に広く
用いられている。近来の高性能超音波システムは対象体の内部の2次元または3次元映像を
生成するのに用いられる。
【０００３】
　一般に、超音波システムはプローブ、ビームフォーマ、信号処理部、映像処理部及びデ
ィスプレイ部を備える。超音波信号を送受信するためのプローブは超音波信号と電気的信
号を相互変換するための多数の変換素子を備える。プローブの各変換素子は別途に超音波
信号を発生し、複数の変換素子が同時に超音波信号を発生させることもある。各変換素子
で送信された超音波信号は対象体内部の音響インピーダンス(Acoustic impedance)の不連
続面(反射体の表面)で反射される。各変換素子は個別に反射された超音波信号を電気的信
号に変換して受信信号を形成する。ビームフォーマは対象体の集束点と各変換素子の位置
を考慮して超音波信号の送信集束及び受信集束をする。信号処理部は受信信号のアナログ
-デジタル変換、増幅及び多様な信号処理を行う。映像処理部は信号処理部で出力される
信号に基づいて対象体の超音波映像を形成し、ディスプレイ部は超音波映像をディスプレ
イする。
【０００４】
　一方、超音波システムはドップラー効果(Doppler effect)を用いて対象体内で動く反射
体の速度を表示するカラーフロー映像(Color flow image)を提供する。カラーフロー映像
はリアルタイムで血流を視覚化することができるだけでなく、太い血管での高い速度の血
流から細い血管での低い速度の血流まで広範囲な血流の状態を表現することができる。
【０００５】
【特許文献１】特開２００８－１９４４７７号公報
【特許文献２】特開２００８－１０００６９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来の超音波システムは、対象体の速度をカラーフロー映像で提供するが、対象体での
反射体の速度変化を映像で提供しない。これによって、ユーザは対象体での反射体の速度
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変化を直観的に区別することができないという問題がある。
【０００７】
　本発明は、対象体の反射体の速度変化を映像で提供していない問題を解決することがで
きる超音波システム及び方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明による超音波システムは、 超音波信号を対象体に送信し、前記対象体から反射
される超音波信号を受信して受信信号を形成する送受信部と、前記受信信号に基づいてド
ップラー信号を形成する信号処理部と、前記ドップラー信号に基づいて前記対象体での多
数の血流速度に関する情報を得、前記多数の血流速度の基準速度と分散を設定し、前記基
準速度と分散に基づいて前記対象体での血流の速度変化を3次元で示す3次元映像を形成す
る映像処理部とを備える。
【０００９】
　本発明による超音波映像形成方法は、 a)超音波信号を対象体に送信して前記対象体か
ら反射される超音波信号を受信して受信信号を形成する段階と、b)前記受信信号に基づい
てドップラー信号を形成する段階と、c)前記ドップラー信号に基づいて多数の血流速度を
得、前記多数の血流速度の基準速度と分散を設定し、前記基準速度及び前記分散に基づい
て前記対象体内の血流速度の変化を3次元で示す3次元映像を形成する段階とを備える。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、対象体で動く反射体の速度変化を3次元映像で提供することができ、
ユーザが対象体内での反射体の速度変化を直観的に区別することができる効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、添付した図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図1は、本発明の実施例による超音波システムの構成を示すブロック図である。超音波
システム100は送受信部110、入力部120、制御部130、信号処理部140、映像処理部150及び
ディスプレイ部160を備える。そして、超音波システム100は示さなかったが、データ及び
情報を格納するための格納部をさらに備える。
【００１２】
　送受信部110は、制御部130の制御によって対象体に超音波信号を送信し、対象体から反
射される超音波エコー信号を受信して対象体のB-モード映像のための第1の受信信号を形
成し、ユーザによりB-モード映像に設定されたカラーボックスに該当するカラーフロー映
像のための第2の受信信号を形成する。送受信部110は超音波信号と電気的信号を相互変換
するための多数変換素子(図示せず)を備えるプローブ(図示せず)、対象体の集束点と各変
換素子の位置を考慮して各集束点に超音波信号が送信集束されるように変換素子に印加さ
れる送信パルス信号の送信パターンを形成する送信部(図示せず)及び対象体の集束点と各
変換素子の位置を考慮して第1及び第2の受信信号を受信集束させるための受信部(図示せ
ず)として具現できる。
【００１３】
　入力部120は、ユーザの設定情報の入力を受ける。即ち、入力部120はユーザからB-モー
ド映像に設定されるカラーボックスの位置及び大きさ情報の入力を受ける。
【００１４】
　制御部130は、入力部120を通じて入力された設定情報に基づいて第1及び第2の受信信号
を形成するための超音波信号の送受信を制御する。一方、制御部130は信号処理部140、映
像処理部150及びディスプレイ部160を制御することができる。
【００１５】
　信号処理部140は、第1の受信信号に基づいてB-モード映像のための映像信号を形成し、
第2の受信信号に基づいて対象体内で反射体の多数の速度情報を含むドップラー信号を形
成する。一例として、信号処理部140は第2の受信信号に基づいて対象体内で軸(Axial)方
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向及び側(Lateral)方向への多数の血流速度に関する情報を示すドップラー信号を形成す
る。
【００１６】
　映像処理部150は、映像信号に基づいてB-モード映像を形成し、ドップラー信号に基づ
いて対象体内の反射体から多数の速度を得る。引き続き、映像処理部150は多数の速度か
ら基準速度を設定し、分散を演算する。設定された基準速度と分散に基づいて対象体の速
度変化を3次元で示す3次元映像を形成する。
【００１７】
　本発明の一実施例によって、映像処理部150はドップラー信号に基づいて対象体内で反
射体の軸(Axial)方向及び側(Lateral)方向への多数の血流速度から基準血流速度を設定し
、多数の血流速度と基準血流速度に基づいて多数の血流速度の分散を算出する。ここで、
基準血流速度は多数の血流速度の平均血流速度、多数の血流速度でピーク血流速度などを
含むことができる。映像処理部150は、図2に示した通り、多数のボクセル(V0～Vn)で構成
される3次元映像を形成する。それぞれのボクセルは軸(Axial)方向(A)、側(Lateral)方向
(L)及び基準血流速度(MV)で構成される3次元空間上に反射体の基準血流速度(MV)に関する
情報を示すように形成される。それぞれのボクセルは基準血流速度に該当するカラー(C)
に関する情報を示すように形成できる。また、各ボクセルには基準血流速度を基準に分散
(D0～Dn)を示す3次元グラフ(G0～Gn)を形成することができる。一例として、映像処理部1
50は多数の血流速度(4m/s、8m/s、12m/s、16m/s)の平均血流速度(10m/s)を基準血流速度
として設定し、基準血流速度(10m/s)に基づいて多数の血流速度の分散(約9m/s)を算出す
る。映像処理部(150)は基準血流速度(10m/s)と基準血流速度に該当するカラーに基づいて
該当ボクセルを形成し、基準血流速度軸に沿って該当ボクセルの上下に分散(9m/s)に該当
する高さを有する3次元グラフを形成する。本実施例では分散を3次元グラフで表示したが
、それだけに限定されるものではない。当業者であれば必要に応じて分散を多様な形態で
表示できることを理解するであろう。
【００１８】
　一方、映像処理部150は、遠近投影法(Perspective projection)を通じて3次元映像310
を遠近投影させたり、平行投影法(Orthographic projection)を通じて3次元投影映像を形
成することができる。また、映像処理部150は図3に示した通り、ユーザから入力部120を
通じて3次元映像310に設定される基準断面510の設定情報に基づいて基準断面510に該当す
る2次元映像を形成する。
【００１９】
　ディスプレイ部160は、B-モード映像、3次元映像及び2次元映像をディスプレイする。
本発明の一実施例によって、ディスプレイ部160は3次元映像のみをディスプレイする。本
発明の他の実施例によって、ディスプレイ部160は図4に示した通り、B-モード映像320と3
次元映像310を同時にディスプレイすることができる。本発明の他の実施例によって、デ
ィスプレイ部160はB-モード映像と3次元映像を互いに異なる画面にディスプレイすること
ができる。
【００２０】
　本発明を望ましい実施例を通じて説明して例示したが、当業者であれば添付した特許請
求の範囲の事項及び範疇を逸脱せず、様々な変形及び変更がなされることが分かる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の実施例による超音波システムの構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の実施例による対象体の速度変化を3次元で示した3次元映像を示す例示図
である。
【図３】本発明の実施例によるB-モード映像と3次元映像を同時にディスプレイした例示
図である。
【図４】本発明の実施例による3次元映像に設定された基準断面を示す例示図である。
【符号の説明】
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【００２２】
１１０　送受信部
１２０　入力部
１３０　制御部
１４０　信号処理部
１５０　映像処理部
１６０　ディスプレイ部

【図１】 【図２】
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的多个血流速度的信息，设定参考速度和多个血流速度的分散，以及图
像处理单元，用于基于该方差形成三维图像，该三维图像指示三维物体
中血流速度的变化。 点域1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/45e86f01-f20a-4323-86dc-d4692bceea56
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/040122389/publication/JP2009061274A?q=JP2009061274A

